
ふるさとの
 文化財探訪

第120回

左
之
策
未
完
の
遺
作
　

　

九
重
町
に
は
た
く
さ
ん
の
お
寺

や
神
社
が
あ
り
ま
す
が
、
各
家
に

親
先
祖
か
ら
代
々
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
頼
み
寺
や
氏
神
様
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

松
木
川
上
に
、
宝
円
寺
が
あ
り

ま
す
。
私
の
実
家
の
頼
み
寺
で
、

幼
い
こ
ろ
か
ら
法
事
で
は
宝
円
寺

の
ご
い
ん
げ
さ
ん
が
お
経
を
あ
げ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
神
社
と
違
い
、お
寺
に
行
き
、

本
堂
の
中
に
入
る
機
会
は
そ
ん
な
に
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
桜
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
宝
円
寺
を
訪
れ
、
内
部

を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
町
指
定
文
化
財
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
本
堂
は
前
回
掲
載
し
た
小
倉
神
社
と
同

じ
く
、
佐
藤
左
之
策
の
建
築
で
す
。

　
お
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
過
去
帳
に
よ
る
と
、
慶

応
二
年
（
１
８
６
６
）
本
堂
材
木
出
し
男
女
群
衆
ス
、

と
記
録
が
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
１
５
８
年
前
の
切
株

が
宝
山
に
残
さ
れ
て
い
る
、
と
言
い
伝
え
が
あ
る
そ

う
で
す
。
桁
行
３
間
、
梁
間
７
間
、
入
母
屋
造
り
の

屋
根
は
昭
和
12
年
に
茅
葺
き
か
ら
瓦
葺
へ
、
平
成
3

年
に
瓦
葺
か
ら
ス
テ
ン
レ
ス
葺
に
改
修
し
ま
し
た
。

平
成
13
年
に
基
礎
部
分
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
金
物
で

補
強
し
た
こ
と
と
屋
根
の
軽
量
化
で
、
先
の
熊
本
地

震
の
被
害
を
防
げ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
本
堂
を
正
面
か
ら
見
て
ま
ず
目
に
入
る
の

は
、
生
き
生
き
と
し
た
水
流
と
鯉
の
透
か
し
彫
り
欄

間
。
そ
の
上
の
通
肘
木
間
に
は
、波
と
兎
が
い
ま
す
。

兎
年
の
私
と
し
て
は
ち
ょ
っ
と
う
れ
し
い
。
な
ぜ
に

「
波
と
兎
」？　

波
は
水
な
の
で
火
防
・
火
除
け
の

守
り
と
さ
れ
、
月
の
精
で
あ
る
兎
は
子
孫
繁
栄
や
豊

穣
を
も
た
ら
す
め
で
た
い
瑞
獣
と
さ
れ
ま
し
た
。「
波

と
兎
」
は
倉
の
鏝こ
て
え絵
や
古
伊
万
里
・
着
物
・
家
紋
の

文
様
な
ど
に
も
見
ら
れ
、
波
と
千
鳥
、
雲
と
龍
な
ど

組
み
合
わ
せ
の
決
ま
っ
た
図
柄
は
、
人
々
に
広
く
好

ま
れ
て
、
様
々
な
場
面
に
用
い
ら
れ
て
き
た
よ
う
に

「
波
と
兎
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
そ
う
で
す
。

　
本
堂
内
部
に
入
る
と
広
々
と
し
た
外
陣（
お
参
り

す
る
と
こ
ろ
）と
、
内
陣（
ご
本
尊
の
あ
る
と
こ
ろ
）、

内
陣
左
右
の
脇
陣
と
間
取
り
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。

よ
く
よ
く
見
る
と
、
鮮
や
か
に
彩
色
さ
れ
た
部
分

と
、
そ
う
で
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
欄
間

な
ど
の
彫
刻
も
左
右
非
対
称
で
あ
り
、未
完
成
で
す
。

「
九
重
町
の
建
造
物
」に
よ
る
と
、
経
費
不
足
で
欠
損

し
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
建
設
を
始
め
て

か
ら
わ
ず
か
三
年
後
に
佐
藤
左
之
策
は
没
し
て
い
る

た
め
最
後
の
作
品
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
費
用
の
問

題
で
は
な
く
、
体
調
の
問
題
で
、
完
成
せ
ず
生
涯
を

終
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
材
料
は
総
欅
造
、
天

井
板
や
建
具
な
ど
、
折
上
格
天
井
幅
広
の
一
枚
欅
板

な
ど
ふ
ん
だ
ん
に
木
材
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
彫

刻
な
ど
の
装
飾
に
、
波
や
龍
、
鯉
な
ど
水
に
ま
つ
わ

る
も
の
が
多
い
の
は
、
先
人
た
ち
が
材
料
と
人
手
を

供
出
し
協
力
し
て
作
り
上
げ
た
、
こ
の
様
な
素
晴
ら

し
い
建
物
を
後
世
に
残
す
た
め
、
火
災
を
防
ぐ
た
め

火
除
け
の
守
り
と
し
て
願
い
を
込
め
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　
左
之
策
の
頭
の
中
に
は
、
完
成
形
が
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
て
い
た
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
叶

わ
ず
こ
の
世
を
去
っ
た
の
は
、
さ
ぞ
残
念
だ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

 

　部落差別とは、日本社会の歴史的過程で形づくられた身分差
別により、日本国民の一部の人々が長い間、経済的、社会的、
文化的に低位の状態を強いられ、今なお日常生活の上で様々な
差別を受けるなどしている、我が国固有の人権問題です。
　江戸時代には、一部の人々は農民や町民などとは別の身分と
されていましたが、身分的差別の強化に伴って、交際、服装、
髪型、住む場所など衣食住にわたる規制は厳しいものになりました。
江戸幕府が終わり、明治政府が成立して間もない１８７1（明治４）
年に、いわゆる「解放令」と称される「太

だじょうかん

政官布
ふ こ く

告」が出され
ました。これにより法令上、差別的な身分は廃止され、差別さ
れていた人 も々一般市民と同じであるとされました。
しかし、太政官布告は部落差別の解決に向けた出発点にはなり
ましたが、十分な対策は採られず、１８７2（明治５）年に作られ
た最初の戸籍「壬

じんしん

申戸
こ せ き

籍」には、旧身分の差別的な呼称が記載
されたものもありました。また、地域によっては「解放令」に反
対する一揆が起き被差別部落が襲われる事件も発生しました。

人権

No.333

制度的に身分差別はないこととされましたが、実態として差別
は残されたままでした。
　さらに、職業の選択が自由になったことにより、それまで被
差別部落に住む人々が主に携わってきた特定の職業に、様々
な人 も々就くようになり、被差別部落に住む人々が職を失うな
どかえって経済的に苦しくなったともいわれています。
大正時代になると、被差別部落に住む人々の生活を改善する
ことを目的とした、政府、地方公共団体、各種団体合同によ
る事業の取り組みが見られましたが、十分ではなく現実の厳し
い差別の解消や人権意識の向上というところまでは至りませ
んでした。
　しかし、差別を受けていた人 も々厳しい状況を無条件に受
け入れたわけではありません。１９２2（大正１１）年には全国水
平社が結成され、「水平社宣言」が宣言されました。「人の世
に熱あれ、人間に光あれ」という言葉で結ばれたこの宣言は、
長い間差別されていた人々が自ら声を上げた世界初の人権宣
言ともいわれています。全国水平社を中心とした自主的解放
運動は全国に広がっていきましたが、昭和時代に入ると戦争
が激しくなり、全国水平社の活動も停止を余儀なくされました。
その後、部落差別解決に向けた本格的な取り組みは第二次
世界大戦後になるまで行われませんでした。
　「解放令」から百数十年を経た現代でも被差別部落に対す
る偏見や差別意識により、様 な々社会的不平等や差別が存在
しています。部落差別は、基本的人権が侵害されていること
が問題であり、私たち一人一人が解決に取り組まなければな
りません。部落差別問題を正しく理解し、一人一人の人権が
尊重される社会の実現を目指しましょう。

人権尊重・部落差別解消推進課

部落差別とは

文
化
財
調
査
委
員
　
梅
木
　
恵
美

参考文献　九重町の建造物（九重町教
育委員会）九重町文化財調査報告書第
２８輯
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　ほんの森5月号　平日 午前10時～午後６時　土・日 午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

新刊・新着図書案内　～もうじき梅雨の足音が。雨音を聞きながらの読書もいいものです～
●    児童図書・コミック
　挫折しそうなときは、左折しよう　　　 マーク・コラジョバンニ
　とんとんももんちゃん　　 とよたかずひこ
　ちいかわ　お友だちとのつき合いかた　　 加藤裕美子
　恐竜世界のサバイバル 生き残り作戦①・②　　 平山廉
　恐竜の迷路　　 香川元太郎
　音にさわる はるなつあきふゆをたのしむ「手」　　 広瀬浩二郎
　きみたちはどう生きるか 徳間アニメ本　　 宮崎駿
　おにゃけ　　 大塚健太
　しずくちゃん㉞㉟㊱　　 ぎぼりつこ
　とうふとみそのケンカ（紙芝居）　　 チャンキー松本

● 一般図書
　源氏物語の女君たち　　 藤井由紀子
　迷彩服の男　　 安藤ホセ
　君を守ろうとする猫の話　　 夏川草介
　ぎんなみ商店街の事件簿 SISTER編/BROTHER編　 井上真偽
　捨てたい人捨てたくない人　　 群ようこ
　BLANK PAGE　空っぽを満たす旅　　 内田也哉子
　しんがりで寝ています　　 三浦しをん
　プロジェクト・ヘイル・メアリー　上・下　　 アンディー・ウィアー
　面倒なことはChatGPTにやらせよう　　 カレーちゃん
　感性のある人が習慣にしていること　　 SHOWKO
　客観性の落とし穴　　 村上靖彦
　訂正する力　　 東浩紀

死ぬまでひとり暮らし 死ぬときに後悔しないために 和田秀樹
人の悩みのほとんどは「人」今日のことば101  大阪専念寺ネコ坊
主の掲示板　　 藪本正啓
さらば、男性政治　　 三浦まり
僕が家庭科教師になったわけ つまるところの「生きる力」 小平陽一
60代一人暮らし年金7万円で楽しく幸せに暮らす　　 鈴木よう子
校長の力 学校が変わらない理由、変わる秘訣　　 工藤勇一
養老先生、病院へ行く　　 養老孟子
糖質疲労「疲れやすさ」と「老化」の正体　　 山田悟
10品を繰り返し作りましょう　　 ウー・ウェン
毎日おにぎり365日　　　 日々おにぎり ゆこ
あたらしい家中華 手軽あっさり毎日食べたい　　 酒徒
材料2つと少しの調味料で一生モノのシンプルレシピ 長谷川あかり
夏井いつきの世界一わかりやすい俳句鑑賞の授業 夏井いつき
人生なんて夢だけど　　 やなせたかし
ゲゲゲの鬼太郎⑧⑨⑩　　 水木しげる
世界の家の窓から 77カ国201人の人生ストーリー　　　　
いい人でいる必要なんてない　　 ナダル
大谷翔平の成信力　　 西田一見
英語ネイティブが使うのはたった10前置詞！　 デイビット・セイン
スタジオジブリ名曲セレクション　音名カナつきやさしいピアノ・ソロ
東京ディズニーランド＆シー超お得攻略ブック　2024年度版
地球の歩き方　パリ/ソウル/ロンドン/ホーチミン/ホノルル/シン
ガポール/バンコク/オーストラリア/台湾
 その他多数

▲ 4 月おはなし会の様子 ▲ 4月のおはなし会で読んだ本

　今月のボランティアグループは「ぷちトマト」のみなさ
んでした。（５月1１日）
　来月は 6 月 8 日（土）「チームそらまめくん」の皆さ
んです。

●「おはなし会」 毎月第2土曜日
　（10時30分~11時）

・・・小さな町の小さな図書館を知ってください・・・

お知らせ

今回は図書館サービスのごく一部をご紹介しましたが、もっとこうだったらいいのにな、こんな取り組みをしてほしいなどのアイデア・ご要望があり
ましたら司書にお声掛けください。図書館はみなさんのご利用で成り立ち、これからも成長していきます。たくさんのご来館をお待ちしています。

参加してくださるご家族のみなさま、ありがとうございます(o^―^o)

読みたい本を司書に
リクエストしてください。
図書館での購入または
大分県内の図書館から

本の取り寄せができます。

広報ここのえ・図書館だよりで
お知らせしている新着図書一覧。
ケーブルテレビでも文字放送中。

新作・話題の本たくさんです。
チェックしてみてください。

図書館へ返却に行く時間がない。
そんなときは各地区の公民館を

通して本の返却ができます。
職員の方にご相談下さい。

大分県立図書館より
５００冊を借り受けています。

利用者さんにご好評の
大活字本も増えました。

３カ月ごとの入替も
お楽しみに！

毎月３回。
テーマを変えて趣向を凝らして
様々なテーマで資料展示中。
読みたい！が見つかります。

小学生を対象に図書館見学を。
中学生は職場体験を。

図書館の事を知ってください。
未来の司書さん、お待ちしてます。

リクエスト

ケーブルテレビ

公民館へ返却

県立図書館コーナー

展示

図書館見学・職場体験
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●　暮らしの情報

各
種
相
談（
相
談
無
料
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き　
6
月
３
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■ 

内
　
容
　
差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
隣
保
館

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
６
‐
２
４
６
８
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と
　
き　
6
月
６
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
2
会
議
室

■  

内
　
容
　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

　
請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と
　
き

　
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き

　
6
月
11
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
と
　
き　
6
月
13
日
㈭　
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■  

内
　
容

　 

う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
相
談
料　
無
料

■
そ
の
他

　
前
日
午
前
中
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所　
地
域
保
健
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
３
１
３
３
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■ 

と
　
き　

 

平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、　　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
公
証
役
場（
日
田
市
）

■  

内
　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
老
後
の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の

賃
貸
借・売
買
、金
銭
貸
借
、離
婚
給
付
、

尊
厳
死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成

に
関
す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約

書
類
の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相

続
問
題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

年
金
相
談

■
と
　
き　
6
月
26
日
㈬

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場 

１
階
１
０
１
会
議
室

■ 

そ
の
他

　

 

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日
田
年
金
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
６
１
７
４
）

お
知
ら
せ

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限
は

５
月
31
日
㈮
で
す 

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
大
分
県
の
貴

重
な
自
主
財
源
で
す
。

　

納
期
内
に
納
付
し
て
頂
く
こ
と
で
収
入

の
早
期
確
保
が
で
き
、
災
害
復
興
や
コ
ロ

ナ
関
連
の
支
援
な
ど
の
県
の
各
種
施
策
を

円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
県
税
事
務
所
、

金
融
機
関
、郵
便
局
、コ
ン
ビ
ニ
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド（
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
で

の
お
手
続
き
が
必
要
で
す
。）
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
「
Ｐａｙ
Ｐａｙ
」
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　
Ｐ

ａｙ
」
「
Ｐａｙ
Ｂ
」
「
ゆ
う
ち
ょ
Ｐａｙ
」

で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
も
納
期
内
納
付
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
日
田
県
税
事
務
所

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
４
１
７
５
）

大
分
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
　

　
「
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
」が
つ
い
て
い
な

い
古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
は
所
持
で
き
な
い

の
で
必
ず
県
教
育
委
員
会
の
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会
に
出
向
き
、
登
録
証
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合
は
登

録
証
の
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
未
登
録
物
件
の
所
持
・
売

買
は
で
き
ま
せ
ん
。

■ 

と
　
き

　

 

７
月
3
日
㈬
、
９
月
11
日
㈬
、
令
和
7

年
１
月
15
日
㈬
、
３
月
12
日
㈬

　
の
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
午
後
５
時

　
※
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

■
と
こ
ろ

　
県
庁
新
館
13
階
１
３
３
会
議
室

■
持
参
物

　
現
物
と
発
見
届
出
済
証

■
手
数
料　

　
・
登　
録　
１
件
６
，
３
０
０
円

　
・
再
交
付　
１
件
３
，
５
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
教
育
庁
文
化
課

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
４
９
８
）
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暮らしの情報　●

タ
ー

　
（
☎
０
３
‐
３
６
６
７
‐
１
８
１
５
）

８
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス　

　
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科

　
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

　
ビ
ル
管
理
技
術
科

■
募
集
期
間　

　
５
月
27
日
㈪
～
６
月
28
日
㈮

■
訓
練
期
間

　
８
月
１
日
㈭
～
令
和
７
年
１
月
31
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

消
費
生
活
相
談
員
国
家
資
格

取
得
支
援
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

■
と
　
き　

　
６
月
～
９
月
（
全
14
回
）

■
と
こ
ろ　

　

 

大
分
県
消
費
生
活
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ  

（
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
受
講
可
）

■
費
　
用

　
 

受
講
料
・
教
材
費
無
料（
試
験
受
験
料

は
各
自
負
担
）

■
申
込
期
限　

　
６
月
７
日
㈮

■
そ
の
他　

　

 

日
程
等
、
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。（
５
月
中
に
公
開
予
定
）

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
消
費
生
活
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

（
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
２
０
３
８
）

大
分
県
職
員（
獣
医
師
）採
用
選
考

■
と
　
き　

　

 【 

区
分
Ａ
】
６
月
８
日
㈯
、
８
月
17
日
㈯

10
月
19
日
㈯
、
12
月
21
日
㈯

　

 【
区
分
Ｂ
】
申
込
者
と
調
整・決
定
の
上
、

随
時
実
施

　
選
考
は
面
接
の
み
。

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
受
験
も
可

■
受
験
資
格
・
申
込
み　

　

 

詳
細
は
県
庁
受
付
等
で
配
布
の
選
考
要

領
ま
た
は
大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
総
務
部
人
事
課
人
事
班

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
０
５
）

　

　
Ｊ
：
Ｃ
О
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

■
受
付
期
間

　
６
月
24
日
㈪
～
７
月
10
日
㈬

■
受
講
申
込
書
の
交
付

　
・
各
消
防
本
部（
局
）

　
・ （
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー  

大
分
県
支
部

　
・ （
一
財
）大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

■
申
込
書
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ　

　

 

一
般
社
団
法
人　
大
分
県
消
防
設
備
安 

全
協
会

　
〒
８
７
０
‐
０
０
２
３

　
大
分
市
長
浜
町
２
丁
目
12
‐
10　

　
昭
栄
ビ
ル
４
F

   （
☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
３
１
２
５
）

令
和
６
年
度
大
分
県
調
理
師

試
験
準
備
講
習
会

■
と
　
き

　

 

７
月
29
日
㈪
～
７
月
30
日
㈫

   

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■ 

と
こ
ろ

  

別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ 

３
階 

31
会
議
室

■ 

受
講
申
込
及
び
受
講
料

　

 

第
１
日
目
の
午
前
９
時
30
分
か
ら
10
時 

30
分
の
間
に
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

■ 

受
講
料

   

１
万
円（
税
込
み
、
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

　
当
日
、
受
講
申
込
書
に
添
付

■
受
講
対
象
者

　

 

①
令
和
６
年
10
月
26
日
㈯
開
催
の
調
理

師
試
験
の
願
書
提
出
者

　

 

②
今
後
、
調
理
師
試
験
を
受
け
る
予
定　

で
事
前
に
学
習
し
よ
う
と
す
る
者

■ 

お
問
い
合
わ
せ　

　

 

公
益
社
団
法
人　
調
理
技
術
技
能
セ
ン

試
験·

講
習
会

令
和
６
年
度
第
１
回
消
防
設
備
士
試
験

■ 
と
　
き　
８
月
25
日
㈰ 

午
前
10
時
～

■ 

と
こ
ろ   

　 

大
分
大
学（
大
分
市
）、
県
立
中
津
東
高

校（
中
津
市
）、県
立
日
田
林
工
高
校（
日

田
市
）　

■ 

願
書
の
配
布

　
6
月
10
日
㈪
か
ら

　
大
分
市
消
防
局
・
東
・
南
署（
予
防
課
）、

　
各
出
張
所
・
分
署

　
県
内
各
地
域
消
防
本
部
予
防
課

　
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県

　
支
部

■ 

願
書
受
付
期
間
　

　
７
月
３
日
㈬
～
７
月
12
日
㈮
予
定

■  

願
書
提
出
先

　
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分

　
県
支
部

　
〒
８
７
０
‐
０
０
３
４

　
大
分
市
都
町
１
‐
２
‐
19

　
大
分
都
町
第
一
生
命
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

 （
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分

県
支
部

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７
）

消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習

■
と
　
き　

　
７
月
21
日
㈰ 

   

午
前
９
時
40
分
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

▲ＨＰ
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推
　
薦
　
三
　
句

推
　
薦
　
三
　
句

　
「
夜よ

わ半
の
春
」
は
、
な
め
ま
か
し
い
感
覚
が

ま
と
わ
り
つ
く
。
桜
吹
雪
や
恋
猫
と
い
っ
た

風
情
を
春
の
夜
は
包
み
込
ん
で
い
る
か
ら
。

「
も
う
一
句
を
さ
れ
ど
一
句
」
と
表
現
し
た
こ

と
で
春
の
夜
を
愉
し
む
風
情
を
醸
し
出
し
ま

す
。
ど
ん
な
句
な
の
か
少
々
気
に
な
り
ま
す

が
、
き
っ
と
郷
愁
や
恋
情
が
呼
び
起
さ
れ
る

そ
ん
な
一
句
で
し
ょ
う
。

あ
と
一
句
さ
れ
ど
一
句
よ
夜
半
の
春

吉
光　

好
美

気
温
が
二
〇
度
を
超
え
る
と
、
も
は
や
ア
ウ
タ
ー
な
し
で
過

ご
せ
る
初
夏
の
よ
う
な
陽
気
で
す
。
春
服
で
耳
飾
り
と
は
い

い
で
す
ね
。
中
七
の「
お
し
ゃ
れ
を
足
し
て
」
で
一
句
が
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
お
見
事
。

春
の
服
お
し
ゃ
れ
を
足
し
て
耳
飾
り

志
賀 
文
子

美
人
に
例
え
、「
立
て
ば
芍
薬
、
座
れ
ば
牡
丹
」と
い
う
有
名

な
フ
レ
ー
ズ
を
想
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
花
の
中
で
も
芍
薬

の
美
し
さ
は
ひ
と
際
。
挿
し
た
芍
薬
の
花
で
古
い
壺
が
生
き

返
る
の
も
頷
け
ま
す
。

芍
薬
を
挿
し
て
古
壺
の
生
き
返
る

泉　

 　

渓

叶
え
た
ひ
と
つ
の
夢
は
何
だ
ろ
う
。
何
か
の
目
標
を
達
成
し

た 

子
ど
も
の
こ
と
を
家
族
で
喜
び
あ
っ
て
い
る
様
子
が
目

に
浮
か
び
ま
す
。「
ま
た
追
っ
て
」に
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。

夢
叶
え
夢
ま
た
追
っ
て
卒
業
す

佐
藤　

次
江

夜半の春

＊ 

広
報
の
掲
載
は
一
か
月
遅
れ
に
な
り
ま
す
。
投
稿
の
句
は
「
季
語
」
を
で
き
る

だ
け
先
取
り
し
て
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

（
後
記
）

新
緑
が
深
く
な
り
ま
し
た
。
日
中
は
も
う
初
夏
で
す
。
躍
動
的
な
季

節
を
迎
え
ま
す
。
廻
り
の
景
色
に
目
を
止
め
て
ま
た
元
気
な
五
七
五

を
想
像
し
ま
し
ょ
う
。「
あ
と
一
句
さ
れ
ど
一
句
」
一
日
に
二
句
挑
戦

で
き
た
ら
一
週
間
で
７
句
は
成
功
で
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。（
選
者
）

咲
い
た
か
な
宮
の
崖
下
一
輪
草        

ス
エ
ノ

屋
久
島
の
土
埋
木
に
も
夏
は
来
ぬ      

ト
シ
子

花
曇
ス
カ
ー
フ
な
び
く
終
活
よ        

ヤ
ス
コ

う
ら
ら
か
や
お
辞
儀
は
深
し
電
話
口　

 　

 

直
人

リ
ュ
ッ
ク
の
子
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
蕗
の
傘   

豊
國

独
り
居
も
二
十
年
か
な
根
深
汁　
　

      

末
子

朧
夜
や
か
ぐ
や
姫
の
琵
琶
聞
ゆ
る　

     

香
澄

お
や
じ
ギ
ャ
グ
連
発
連
打
さ
み
だ
る
る  

左
世
美

満
開
を
愛
で
て
は
ら
は
ら
花
の
雨　

     

則
子

青
き
踏
む
翁
の
歩
幅
幼
児
並
み   　

   

チ
ズ
子

ケ
ー
キ
焼
く
芽
吹
き
の
雨
と
な
り
に
け
り  
八
千
子

温
暖
化
気
象
変
動
落
桜
花　
　
　
　
　
　

 
桐
友

ふ
ら
ふ
こ
を
空
ま
で
漕
ぎ
て
村
を
出
る　

 

恵
子

目
に
青
葉
君
も
旅
立
つ
意
気
揚
々 　
　

 

春
蘭

喉
が
キ
ュ
ン
皿
に
盛
ら
れ
る
春
の
色　

 

ム
ツ
子

蛇
行
せ
る
道
な
り
に
桜
蘂
ふ
る　
　
　
　

 

律
子

春
の
蚊
や
寝
ぼ
け
眼
が
好
き
ら
し
く　

  

重
吉

春
爛
漫
独
り
暮
ら
し
の
友
の
庭　

  　

 

き
く
み

未
黒
野
や
白
く
噴
く
山
大
い
な
り　
　
　

 

干
城

鯉
の
ぼ
り
迷
子
に
な
っ
た
幼
少
期 　
　

 

良
子　

若
葉
風
手
鏡
丸
く
拭
く
朝
よ　
　

 　
　

  

純
子

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
二
十
一
席

　
二
十
一
席

記

歳

時

俳
句
な
ん
で
も
Ｑ
＆
Ａ
選
句
と
は

Ｑ
作
句
と
選
句
は
、
句
を
つ
く
る
こ
と
と
そ
れ
を
選
ぶ
こ
と
と
い
う
の
は
分
か
り
ま
す
が
、「
車
の
両
輪
」

と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
今
少
し
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
お
答
え
で
す
。
角
川
の
月
間
俳
句（
２
０
２
３
年
９
月
号
）に
選
句
の
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
参

考
に
し
ま
す
。

　

俳
句
は
作
っ
た
も
の
を
句
会
な
ど
で
披
歴
し
て
参
加
者
で
互
選
を
し
ま
す
。
そ
の
際
、
誰
も
が
納
得
す
る
良

い
選
が
で
き
れ
ば
、
作
句
す
る
力
も
向
上
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
人
様
の
句
を
し
っ
か
り
と
読
む
、
想
像
す
る
と

い
う
行
為
を
怠
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
句
会
で
は
、
初
心
者
ほ
ど
、
意
味
が
解
る
、

作
者
が
情
を
述
べ
る
、
季
語
を
因
果
に
使
う
等
、
散
文
的
な
句
を
選
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
俳
句
は
意
味

で
は
な
く
、
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
胸
に
収
め
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。（
選
者
）
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広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD 文字を使用しています。

5
月

号
令

和
6年

5月
17日

発
行（

通
巻

816号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

情
報

デ
ジ

タ
ル

推
進

課
〒

879 -4895　
大

分
県

玖
珠

郡
九

重
町

大
字

後
野

上８番
地

の１
☎

 0973 -76 -2111 
印

刷・株
式

会
社

佐
伯

コ
ミュニ

ケ
ー

ション
ズ

5
月
・
6
月
の
休
日
当
番
医 < 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >

◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎受診先に悩む場合　　　医療情報ネット のホームページから検索してください。

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

5月生まれ

人 の 動 き
4 月1 日～ 4 月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,413 人 （ - 3 ）
男 4,032 人 （ - 4 ）
女 4,381 人 （ ＋ 1 ）

世帯 3,863 （ ＋ 4 ）
（　）は前月からの増減

● 

病
　
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ● 

歯
　
科
　
医

5 月 19 日 友 成 ( 町 田 ) 医 院 町　田 0973-78-8811
26 日 井 上 医 院 恵　良 0973-76-2711

6 月 2 日 三池循環器内科クリニック 玖珠町 0973-72-6101
9 日 友 成（ 塚 脇 ） 医 院 玖珠町 0973-72-0330

16 日 小 中 病 院 玖珠町 0973-72-2167
23 日 高 田 医 院 玖珠町 0973-72-2135
30 日 矢 原 医 院 玖珠町 0973-77-6121

佐
さ と う

藤 嬉
き す け

祐 さん

（保護者：佐
さ と う

藤壽
としゆき

幸）
2歳 甲

か い
斐 碧

あ お と
斗 さん

（保護者：甲
か い

斐祐
ゆうすけ

輔）
2歳

１歳 ~ ３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問 情報デジタル推進課 ( ☎ 76-3874)

6月がお誕生日のお子さん
5月２7日（月）

7月がお誕生日のお子さん
6月２4日（月）

応募締切

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

江
え と う

藤　ミ
み ち よ

チヨ 100 中 板

小
お が さ わ ら

笠原　勝
か つ み

美 ５８ 相 狭 間
甲

か い
斐　 宗

む ね の り
典 ８６ 北 方 上

香
こ う し た

下　一
ひ ふ み

二三 ９８ 横 尾
後
ご と う

藤　 辰
た つ み

己 ９５ 田 中
佐
さ と う

藤　 弘
ひ ろ み

美 ６７ 鹿 伏
佐
さ と う

藤　ム
む つ こ

ツ子 ８３ 井 手
髙
た か い し

石　 茂
しげる

８７ 無 田 下
高
た か く ら

倉　 久
ひ さ よ

代 ８８ 宝 泉 寺
友
と も な り

成　 洋
よ う い ち

一 ６５ 宝 泉 寺
日

ひ の
野　 健

たけし
７５ 木 納 水

矢
や の

野　 正
ま さ は る

治 ８２ 富 迫 下
山
や ま し た

下　 政
ま さ み

美 ８９ 下 旦 六

110 交通安全 2024.4 月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 8 8
野 上 24 24
飯 田 1 1 52 53
南山田 26 26

計 1 1 110 111

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

酒
さ け み

見　 顕
け ん せ い

成 男 博
ひ ろ ふ み

文 無 田 中
仲
な か ま

摩　 桜
さくら

女 慎
し ん た ろ う

太郎 下 旦 二

おめでとうございます

町の面積／ 271.37㎢　町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　鳥／カッコウ

 編 集 後 記
　令和６年度から広報ここのえを担当させ
ていただくこととなりました。
　今号を編集している４月は、各地で入園・
入学、入社式等が行われ、新生活をスター
トさせた方も多いのではないでしょうか。
　様々な情報を発信して、皆さんに読んで
いただけるような広報になるよう、私も新
たな気持ちで取り組んでまいります。よろし
くお願いします。
                                T.U

歯科当番医については、令和６年４月より受診者数の
減少や歯科医師の負担軽減のため、診療日が削減さ
れています。
●5 月・ 6月の休日の歯の急患は、別府口腔保健センター
  （別府市 0977-21-5657）で対応します。
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